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総括概要 

 千葉県における赤い羽根共同募金は平成 7 年度をピークに減少傾向が続き、また、物

価高騰の長期化などを背景に、共同募金運動を取り巻く環境は依然として厳しい状況で

あるが、各種イベントやスポーツチームとの協働など、さまざまな機会をとらえて活動

を行った。また、市町村支会等との連携を図り、「70 年答申」1に基づく取り組みを推進

した。 

また、募金額の回復を図るには、皆様に配分内容を知っていただき、共同募金の必要

性を再認識してもらうことが重要であることから以下の 6 項目を重点に事業を実施した。 

１ 共同募金運動への理解と参加の促進 

２ 共同募金会の機能強化 

３ 「赤い羽根 みんなで応援ちばプロジェクト」の推進 

４ 地域課題を掘り起こし、参加を呼び掛ける有意義な配分の実施 

５ 多様な募金事業の展開 

６ 災害発生時の被災地支援と災害対応力の強化 

 

多くの県民の皆様や企業、関係団体等にご理解とご協力をいただいた結果、募金総額

は 5億 2,355万 3,706 円となり、前年度実績に比し 3,103 万 5,144 円の減額（5.6％の減

額）だった。これに令和 6 年度配分の戻入金を合わせた 5 億 4,744 万 9,099 円を財源と

して、地域での孤立防止をはじめ、支援を必要とする障がい者や高齢者、子どもたちの

ために活動している施設・団体等に対し配分を行ったほか、中央共同募金会と赤い羽

根・物価高騰下のいのちをつなぐ支え合いキャンペーンを実施した。 

その事業内容について以下のとおり報告する。 

 

Ⅰ 共同募金運動の推進 

 令和 7 年度の共同募金運動は、厚生労働省の告示にもとづき令和 7 年 10 月 1 日か

ら翌年 3 月 31 日までの 6 か月間にわたり実施した。募金目標額及び配分計画について

は、配分委員会（7 月 4 日）で承認の後、第 253 回理事会（7 月 15 日）及び第 225 回

評議員会（7 月 29 日）において正式決定された。 

 

  共同募金の実績                                                     単位：円 

区分 令和 7 年度 令和 6 年度 増減 前年度比(%) 

一般募金  330,862,849 360,445,684 △29,582,835 △ 8.2 

市町村歳末たすけあい 167,915,177 175,938,086 △8,022,909 △ 4.6 

NHK 歳末たすけあい 24,775,680  18,205,080 6,570,600  36.1 

 合 計 523,553,706 554,588,850 △31,035,144 △ 5.6 

 目標額 580,000,000  580,000,000   

 達成率  90.3%     95.6%   

 

 
1  70 年答申：中央共同募金会が外部有識者による企画・推進委員会を平成 26 年に設置し、

平成 28 年度に運動創設 70 年を迎えるにあたり、共同募金運動のあり方や地域福祉におけ

る共同募金の役割等について検討し平成 28 年 2 月に出された答申 

正式題名「参加と協働による『新たな助け合い』の創造～共同募金における運動性の再生～」 
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（１）戸別募金 

共同募金が地域に還元されていることを住民に分かりやすく伝えるため、自治

会・町内会向けのチラシや活動報告書を作成し、市町村支会から各自治会へ郵送

や配架をすることで、県内全域で家庭への募金協力依頼を行った。 

 

（２）街頭募金 

寄付文化を広め、共同募金への理解を促すために駅や街中での募金活動を実施し

た。特に未来を担う若い世代の参加を促進するため、学校やボーイスカウト等へ協

力を依頼した。また、一部市町村ではキャッシュレス決済の普及に伴い街頭募金で

も「PayPay」を導入した。 

 

（３）学校募金 

① 教育関係団体（千葉県教育委員会、千葉市教育委員会、千葉県小学校長会、千葉県

中学校長会、千葉県高等学校長協会、千葉県私学教育振興財団、千葉県教職員組合、

千葉市教職員組合）の後援をいただき、県下の幼稚園、保育所、小学校、中学校、高

等学校、大学、特別支援学校等において「赤い羽根をつける運動」を実施した。 

② 募金がこどもたちの身近な存在になるよう、若年層でもわかりやすい内容の壁新聞

(A3判)、こども向けパンフレットを全学級に配布し、募金の使い道の周知を行った。 

③ 福祉教育に力を入れている社協と連携し、学校を通じて子どもに赤い羽根共同

募金の浸透を図った。 

 

（４）法人・職域募金 

① 県共募、各支会から企業や団体へチラシや啓発資材など DM を送付し、協力を

依頼した。 

② 県共募では、県・県関係団体・県域団体・企業等に法人・職域募金の協力依頼

を行った。支会では、市町村を中心に市町村関係団体・市町村域団体・企業等へ

の法人・職域募金の協力依頼を行った。 

③ 募金強化として企業リストを新たに購入し、新規法人・団体への DM 送付を実

施した。 

 

（５）スポーツチームとの協働による募金 

   各スポーツチームの地元支会と協力して以下のとおり募金活動を行った。 

① プロ野球「千葉ロッテマリーンズ」と協働し、選手の写真入りポスターを作成

し、千葉都市モノレール・北総電鉄・京成電鉄松戸線の駅構内や ZOZO マリンス

タジアム・市内の図書館や商業施設などで掲示した。 

 ②  サッカーJ リーグ「ジェフユナイテッド市原・千葉」と協働し選手の写真入り 

ポスターを作成し、各支会に配布した。 

   また、チームのロゴを使用した啓発資材を作成し、試合会場（フクダ電子アリ

ーナ）において 2 回募金活動を行った。令和 3 年度から開始した『クルマをおく

ろう PROJECT』について、県内の福祉施設に対し 1 台目の特別車両の贈呈を行い、

試合会場で受配施設の協力のもと、車両の展示を行った。 
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③ バスケットボール B リーグ「千葉ジェッツ」と協働し、選手の写真入りポス

ターを作成し、各支会に配布した。また、書き下ろしピンバッジを作成し、公

式戦会場において 5 回募金活動を行った。令和 5 年から開始した『クルマをお

くろう PROJECT』が目標を達成し、特別車両の贈呈が決定した。(令和 8 年 7 月

ごろ納車予定) 

④ フットサル F リーグ「バルドラール浦安」と協働し、選手の写真入りポスター

を作成し、各支会に配布した。 

コラボレーショングッズ(ステッカー)の作成およびメッセージ動画の作成を行い、11

月1日、12月13日に試合会場(バルドラール浦安アリーナ)で募金活動を行った。また、

今年度も選手の練習用ウエアをご提供いただき、チャリティーオークションを開催した。 

⑤ 女子サッカーなでしこリーグ「オルカ鴨川 FC」と協働し、マスコットキャラク

ター「オルルン」の写真を使用したポスターを作成した。また、10 月 5 日に試合

会場(鴨川市陸上競技場)で募金活動を行い、選手 3 名にご参加いただいた。 

⑥ サッカーJ リーグ「柏レイソル」と協働し、選手の写真入りポスター・啓発動

画・ピンバッジを作成した。また、10 月 12 日(日)に試合会場にてグッズを活用

して募金活動を行い、選手 8 名にもご参加いただいた。 
 

 

各スポーツチーム協働ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉ロッテマリーンズ ジェフユナイテッド市原・千葉 千葉ジェッツ 

バルドラール浦安 オルカ鴨川 FC 柏レイソル 
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【バルドラール浦安×赤い羽根共同募金会 チャリティーオークション】 

(令和 7年 12月 11日～12月 18日の期間で開催)  

選手・スタッフにご協力いただき、選手のサイン入りアップウエアを 

「ヤフオク！」に出品した。 

 出品数全 6 品 落札総額 7 万 101 円 

 

 

【クルマを送ろう PROJECT】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）イベントでの募金 

日  付 場  所 項  目 

8 月 29 日 

～8 月 31 日 

幕張メッセ 初音ミクのイベント「マジカルミライ

2025」に、北海道共同募金会のご協力をい

ただき、共同募金のブースを設置し啓発活

動を行った。（募金総額 216万 9,270円） 

 

（７）その他募金 

① 県内の生活課題をより重点的に支援する「みんなで応援ちばプロジェクト」と

して、今年度も昨年度に引き続き「こどもたちの未来を守る募金」と題し、フリ

ースクール運営や外国にルーツがあるこどもの学習支援に対する募金を実施し、

複数の企業・施設より募金協力があった。(計 251 件 107 万 7,187 円) 

② 赤い羽根協力店舗や行政機関等で通年または募金期間中に募金箱設置等の協力が

あった。イオン株式会社「イオン赤い羽根募金」（10 月）では従業員や来客者から

街頭募金を含む募金協力があった。（計 50店 21万 183円） 

③ 配分先団体が主催する講演会や地域行事等に募金ブースを設けた。 

④ 清涼飲料を購入すると一定額が募金となる寄付金付き清涼飲料水自販機の設置

を推進した。(計 86 台 172 万 8,999 円) 

⑤ 中央共同募金会の「ふるさとサポート募金」による協力があった。 

（計 998件 188万 7,234円） 

⑥ 中央共同募金会を通じて、企業等からの寄付金を受け入れた。 

（計 9件 97万 2,053円） 

・千葉ジェッツ×赤い羽根共同募金会 

(令和 7年 3月に目標金額 200万円達成) 

 

 
【贈呈先】 

 社会福祉法人 習愛会 

 生活介護事業所 「あきつ園」 

 

【特別車両整備】 

  令和 8年 7月頃納車予定 

令和 8年度のホームゲーム会場で特別車両の展示会を開催 

オークションポスター 
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⑦ 神奈川県共同募金会からの呼びかけで、6 都府県(神奈川・東京・埼玉・愛知・

大阪・千葉)の連携事業として企業・団体からの使途指定寄付金・物品寄付を受け

入れた。(使途指定寄付計 2 件 12 万 3,893 円、物品寄付ハンドクリーム 84 個) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 広報活動の充実 

 県民の理解と共感が得られる共同募金運動とするため、関係機関や団体の協力を得て、

次のとおり広報活動を展開した。 

 

１ 全般的取組 

広報・資材・募金活動・配分事業等のあらゆる機会を通じ、共同募金の目的や募金

から配分・成果までの流れを分かりやすく具体的に伝え、住民の理解を得るように努

めた。特に、共同募金の多くが地域に還元され、地域福祉の推進に貢献していること

を住民に分かりやすく伝えるように努めた。 

 

２ 共同募金運動発足行事 

  令和 7 年度共同募金運動開始の 10 月 1 日に「そごう千葉店入り口前広場」におい

て、千葉県知事(代理：健康福祉部部長)、千葉市(代理：保健福祉局次長)、千葉県社

会福祉協議会会長、千葉市社会福祉協議会会長、ちばポートアンバサダー、ANA グラ

ンドスタッフ、エアージャパン客室乗務員、そごう千葉店店長、JR東日本千葉駅長、

チーバくん、千葉ロータリークラブ、千葉市赤十字奉仕団の方々にご参加いただいた。 

また、県内各地で市町村支会が主催して発足行事を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画公告・結果公告 

  本会定款第 39 条の規定により千葉日報に募金開始及び実施結果の公告を行った。 

  （募金開始：令和 7 年 10 月 1 日、実施結果：令和 8 年 4 月 24 日） 
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４ 報道機関への情報提供 

①  NHK 千葉放送局、千葉テレビ放送、ベイエフエムに対し、中央共同募金会制作

のテレビ用放映素材及びラジオ用放送素材を提供して放映を依頼した。 

②  千葉県を通じて、県内スポーツチームとの協同に関する情報などさまざまな情

報のプレスリリースを行い、各メディアに対し報道を依頼した。 

 

５ インターネットの活用 

① 中央共同募金会の情報提供システム、赤い羽根データベース「はねっと」

(https://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home.do)を活用し、募金の詳細

な使いみちについて情報提供した。 

② 県共募ホームページ(https://www.akaihane-chiba.jp/)に募金・配分等の共

同募金に係る基本的な情報のほか、配分申請・災害支援・イベント情報等につい

て情報提供した。 

③ 当会で取り扱っている商業用キャラクターとコラボレーションした資材や、当会マス

コットキャラクターびわぴよのオリジナルグッズを活用し、寄付者が事務局に来局しな

くても寄付ができるよう、県共募ホームページの専用ページにて募金の受付を行った。 

 

６ 募金資材・広報資材の作成・活用 

①  募金の結果や使いみちなどを掲載したチラシを作成し、戸別募金、法人・職域 

募金等で活用した。NHK 歳末チラシを作成して職域募金等で積極的に活用した。 

② 子ども達に学校募金の使いみちが分かるよう、壁新聞(B2判)を小・中・高等学

校に配布するほか、キャラクター募金箱・壁新聞(A3 判)を全学級に配布した。 

③ 人気商業用キャラクターとコラボレーションした資材を活用し、若年層の募金

への関心を高めた。 

   ④ スポーツチームと協働したオリジナル資材を作成し、試合会場での 

募金のお礼として贈呈した。 

   ⑤ 本会のマスコットキャラクター「びわぴよ」を使用した 

ピンバッジや広報資材の作成を行った。 

 

７ 交通機関等による広報の実施 

①  県内の私鉄(京成電鉄松戸線・北総鉄道・東葉高速鉄道・千葉都市モノレール)

の車内及び駅構内に運動期間中、ポスターを掲出した。 

②  海浜幕張駅前の大型ビジョン（2か所）、千葉駅近くの大型街頭ビジョンにて中

央共同募金会が作成した CM 放映を行った。 

③ 県内公立図書館に運動期間中、ポスター・壁新聞を掲出した。 

 

８ 配分先による広報の強化 

①  配分先からの感謝の気持ち「ありがとうメッセージ」を「はねっと」や県共募

ホームページ、各種広報資材に掲載して紹介した。また、配分事業・配分物

品・配分先発行広報紙、配分先ホームページ等、あらゆる機会を通じて募金へ

の感謝の気持ちを住民に伝えるように努めた。 

「令和 7 年度ピンバッジ」 

https://www.akaihane-chiba.jp/)に募金・助成等の共同募金に係
https://www.akaihane-chiba.jp/)に募金・助成等の共同募金に係
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② 千葉県社会福祉協議会(県社協)の広報誌「福祉ちば」に、赤い羽根共同募金会

の募金や配分の情報を掲載した。 

 

Ⅲ 配分 

県民の理解と共感が得られる共同募金運動とするため、配分計画及び配分額の決定について

配分委員会による審議を経て、理事会・評議員会において決定し、次のとおり配分を行った。 

※文中における『配分した』は令和 7 年度に事業実施。『配分決定した』は令和 8 年度に事業実施。 

 

１ 一般募金・広域配分 

① 令和 7 年度一般募金・広域配分は、支会募金実績（広域分）、県共募募金実績 

等 1 億 3,778 万 8,242 円を福祉施設・福祉団体・NPO 法人等の事業費等として配 

分決定した。 

② 広域配分を目的別に 6つのプログラム（企画型「つくりだす」、「そだてる」、継 

続型「つづける」、「まもる」、中間支援協働、即応型）に分けて募集を行い、県

域にわたって活動する団体及び政令指定都市において活動する団体の事業に係る

経費を配分対象とした。 

③ 神奈川県共同募金会と 5 都府県共募の協働による「企業・団体からの使途指定   

寄付による配分」として、県内児童養護施設と乳児院 2 施設に対し、入居児の生 

活に関わる備品整備について配分した。(12 万 3,893 円) 

④  4 月 11 日に対面で配分申請説明会を実施した。また、当日出席できない団体 

からの求めに応じて個別説明を行った。 

⑤ 『千葉ジェッツ』と令和 5 年度から開始した「クルマをおくろう PROJECT」の

募金額が目標の 200 万円を達成したため、福祉施設(1 施設)へ特別車両を配分

した。(200 万円) 

⑥  食料品や光熱水費の値上がりにともなう経済的困窮や、周りの人に頼れず孤 

独・孤立などの困難な状況におかれる人々に対する緊急的な支援が求められて

いることを受け、中央共同募金会では全国共同募金会とともに「赤い羽根・物

価高騰下のいのちをつなぐ支え合いキャンペーン」を実施した。 

生活困窮者への支援活動を行う 4 団体に対し配分した。(199 万 9,000 円) 

 

２ 一般募金・地域配分 

令和 7 年度一般募金から計 2 億 1,697 万円を、各市町村社協を通じ地域福祉事業費

として配分決定した。 

 

３ 市町村歳末たすけあい助成 

県社協との共催で歳末たすけあい運動を実施し「令和 7 年度歳末たすけあい運動実

施要項」に基づき、各市町村社協を通じ計 1 億 6,791 万 5,177 円を助成した。 

 

４ NHK 歳末たすけあい助成 

「令和 7 年度(第 75 回)NHK 歳末たすけあい実施要綱」に基づき、福祉団体・福祉施

設への助成を通じ、第 1 次助成として 4 件、308 万 2,000 円を施設の車両や高額の備
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品整備に、第 2 次助成（A）として 2 件、93 万 6,000 円を児童養護施設等を退所する

児童に対する「自立支援金」の贈呈事業に、第 2 次助成（B）として 96 件、1,667 万

円を利用者の生活のために助成し、合計 102 件、2,068 万 8,000 円を助成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 組織運営 

  

１ 会の運営 

（１）理事会 

 4 回開催し、上程議案の全てを可決した。 

① 第 251 回理事会(令和 7 年 5 月 19 日) 

・令和 6 年度事業報告の承認について 

・令和 6 年度会計決算の承認について 

・評議員選任候補者の推薦について 

・配分委員の欠員選任について 

・災害支援制度運営要綱の一部改正（案）について 

・評議員選任・解任委員会の招集について 

・令和 6 年度定時評議員会の開催について  

 [報告事項] 

・会長及び業務執行理事の職務執行状況報告 

・千葉県共同募金会経理規程の一部改正について 

・令和 6 年度全国及び千葉県共同募金実績（3 月末）について 

②  第 252 回理事会(令和 7 年 6 月 9 日) 

・会長、副会長、常務理事の選定について 

③  第 253 回理事会(令和 7 年 7 月 15 日) 

・令和 7 年度共同募金目標額・配分計画（案）について 

・千葉県共同募金会顕彰規程に基づく令和７年度被顕彰者の決定について 

・評議員選任・解任委員会の欠員委員の選任について 

・評議員選任候補者の推薦について 

・配分委員会の欠員委員の選任について 

・令和 7 年度第 2 回評議員選任・解任委員会の招集について 

・第 225 回評議員会の招集について 

 

福祉施設への備品整備 盲ろう者のための生活訓練 
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[報告事項] 

・令和 6 年能登半島地震に係る災害等準備金の追加拠出について 

・社会福祉法人千葉県社会福祉協議会からの意見書について 

・モデル事業「みんなで応援ちばプロジェクト」実施について 

④  第 254 回理事会(令和 8 年 3 月 13 日) 

・副会長の選定について 

    ・令和 7 年度共同募金実績額・配分(案)について 

    ・令和 7 年度資金収支補正予算(案)について 

    ・令和 8 年度事業計画(案)について 

    ・令和 8 年度資金収支予算(案)について 

    ・赤い羽根 みんなで応援ちばプロジェクト 「こどもたちの未来を守る募金」 

フリースクール応援助成・外国にルーツがある子どもの学習応援助成(案)について 

・令和 8 年度赤い羽根チャレンジ事業配分(案)について 

・評議員選任候補者の推薦について 

・配分委員会の欠員委員の選任について 

・令和 7 年度第 3 回評議員選任・解任委員会の招集について 

・第 226 回評議員会の招集について 

[報告事項] 

・千葉県共同募金会給与規程の一部改正について 

・育児休業等に関する要綱の一部改正について 

・会長及び業務執行理事の職務執行状況について 

・令和 8 年度中央共同募金会モデル事業の実施について 

 

（２）監事監査 

  令和 7 年 5 月 1 日に定款第 11 条第 1 項の規定により監事監査を実施した。 

[監査結果]事業内容及び会計決算は適法にして正確であった。 

 

（３）評議員会 

  3 回開催し、上程議案の全てを可決した。 

①  第 224 回評議員会(令和 7 年 6 月 9 日) 

・令和 6 年度事業報告の承認について 

・令和 6 年度会計決算の承認について 

・理事の選任について 

・監事の選任について 

・配分委員の欠員委員の選任について 

・災害支援制度運営要綱の一部改正（案）について 

[報告事項] 

・千葉県共同募金会経理規程の一部改正について 

・令和 6 年度全国及び千葉県共同募金実績（3 月末）について 
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②  第 225 回評議員会(令和 7 年 7 月 29 日) 

・令和 7 年度共同募金目標額・配分計画（案）について 

・理事の選任について 

・配分委員会の欠員委員の選任について 

[報告事項] 

・令和 6 年能登半島地震に係る災害等準備金の追加拠出について 

・社会福祉法人千葉県社会福祉協議会からの意見書について 

・モデル事業「みんなで応援ちばプロジェクト」の実施について 

③  第 226 回評議員会(令和 8 年 3 月 23 日) 

・令和 7 年度共同募金実績額・配分(案)について 

    ・令和 7 年度資金収支補正予算(案)について 

    ・令和 8 年度事業計画(案)について 

    ・令和 8 年度資金収支予算(案)について 

    ・赤い羽根 みんなで応援ちばプロジェクト 「こどもたちの未来を守る募金」 

フリースクール応援助成・外国にルーツがある子どもの学習応援助成(案)について 

・令和 8 年度赤い羽根チャレンジ事業配分(案)について 

・理事の選任について 

・配分委員会の欠員委員の選任について 

[報告事項] 

・令和 8 年度中央共同募金会モデル事業の実施について 

 

（４）評議員選任・解任委員会 

     3 回開催し、上程議案の全てを可決した。 

① 第 1 回評議員選任・解任委員会(令和 7 年 5 月 19 日) 

    ・評議員の選任について 

② 第 2 回評議員選任・解任委員会(令和 7 年 7 月 15 日) 

    ・評議員の選任について 

③ 第 3 回評議員選任・解任委員会(令和 8 年 3 月 13 日) 

   ・評議員の選任について 

 

（５）配分委員会  

  5 回開催し、上程議案の全てを可決した。 

①  第 1 回配分委員会(令和 7 年 7 月 4 日) 

・令和 7 年度共同募金目標額・配分計画（案）について 

・「NHK歳末たすけあい助成（第 2次助成（A））（案）について 

・令和 6 年能登半島地震に係る災害等準備金の追加拠出について 

   ②  第 2 回配分委員会(令和 7 年 9 月 24 日) 

・「令和 7年度「赤い羽根・物価高騰下のいのちをつなぐ支え合いキャンペーン」

に係る助成(案)について 
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   ③  第 3 回配分委員会(令和 7 年 12 月 8 日) 

    ・令和 7 年度 NHK 歳末たすけあい助成（案）について 

        ・令和 7年度一般募金 企業・団体からの使途指定寄付による当年度配分（案）について 

      ・令和 7 年度「赤い羽根・物価高騰下のいのちをつなぐ支え合いキャンペーン」 

（第 2 次）に係る助成（案）について 

・令和 7 年 8 月豪雨水害における熊本県共同募金会への準備金の拠出について 

・令和 8 年度赤い羽根チャレンジ事業の配分（案）について 

・赤い羽根福祉基金 特別プログラム「篠原欣子記念財団 こども食堂応援プロ

グラム」に係る助成（案）について 

   ④ 第 4 回配分委員会(令和 8 年 2 月 18 日) 

    ・令和 8 年度赤い羽根チャレンジ事業の配分（案）について 

⑤ 第 5 回配分委員会(令和 8 年 3 月 5 日) 

・令和 7 年度共同募金実績額・配分（案）について 

・赤い羽根みんなで応援ちばプロジェクト『こどもたちの未来を守る募金』 

フリースクール応援助成（案）について 

・赤い羽根みんなで応援ちばプロジェクト『こどもたちの未来を守る募金』 

外国にルーツがある子どもの学習応援助成（案）について 

・令和 7 年度赤い羽根共同募金中間集計（2 月 9 日現在）について（報告） 

 

（６）「みんなで応援ちばプロジェクト」推進委員会  

  中央共同募金会の新たな助成・募金・広報プログラム開発モデル事業として 

4 回開催をした。 

①  第 1 回推進委員会(令和 7 年 6 月 16 日) 

・昨年度のモデル事業の振り返り 

・共同募金会の課題と今年度のモデル事業計画について 

②  第 2 回推進委員会(令和 7 年 8 月 28 日) 

・年間事業計画の可視化と評価指標の策定 

・市町村支会(社協)との連携強化について 

③  第 3 回推進委員会(令和 7 年 12 月 17 日) 

・WBS 及びルーブリック表の改良案について 

・「子どもたちの未来を守る助成」実施について 

・モデル事業の中間進歩報告（3 年間の中間報告） 

④  第 4 回推進委員会(令和 8 年 3 月 3 日 ) 

・令和 7 年度“みんなで応援ちばプログラム”事業評価 

・令和 8 年度“みんなで応援ちばプログラム”事業計画 

 

２ 支会との連絡調整 

（１）支会事務局長会議 

2 回開催（WEB 会議）し、下記の議題について報告・説明し、意見交換を行った。 
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① 第 1 回支会事務局長会議(令和 7 年 7 月 3 日開催) 

・令和 7 年度共同募金目標額・配分計画(案)について 

・令和 7 年度共同募金運動に対する顕彰について 

    ・令和 7 年度支会別訪問調査及びブロック別会議について 

    ・赤い羽根チャレンジ事業（令和 8 年度実施分）の募集について 

［報告事項］ 

・モデル事業「みんなで応援ちばプロジェクト」について 

・資材の取扱ルールについて 

② 第 2 回支会事務局長会議(令和 8 年 3 月 4 日開催) 

・令和 7 年度共同募金実額・配分(案)について 

・令和 8 年度事業計画(案)について 

・金券資材の取扱い及び代替資材について 

［報告事項］ 

・ブロック別会議について 

・ブロック別協働企画事業について 

 

（２）支会事務担当者向け会議  

  2 回開催し、下記の議題について報告・説明し、意見交換等を行った。 

① 第 1 回支会事務担当者会議(令和 7 年 4 月 24 日開催) 

・令和 6 年度共同募金実績と配分について  

 ・令和 7 年度事業計画について 

 ・ビジョン・ミッション・重点助成分野について 

 ・領収書の取扱い等について 

 ・クオカード・図書カードの取り扱いについて 

 ・カードバッジ等会計処理について 

 ・「赤い羽根共同募金」被災者・被災地支援について 

 

・職員研修「資材の取扱ルールの変更について」 

※また、同日に新任担当者を対象に共同募金の仕組みと市町村支会の役割について

学ぶ研修を行った。 

② 第 2 回支会事務担当者会議(令和 7 年 8 月 26 日開催) 

・令和 7 年度共同募金目標額・配分計画について 

 ・募金をお願いする時の注意について 

・令和 7 年度共同募金運動資材について 

・支会訪問およびブロック別会議の開催について 

    ・令和 7 年度赤い羽根チャレンジ事業の申請について 

・重点助成分野に基づく広報について 

    ・募金グッズに関するガイドラインについて 

    ・PayPay を活用した募金について 

    ・職員研修（「全国ミーティングについて（参加者の発表・全国の先進事例や

好事例等を基にした意見交換等）」） 



－13－ 

（３）共同募金会担当者勉強会 

   3 回開催し、下記の内容について参加者同士で意見交換等を行った。 

① 第 1 回担当者勉強会(令和 7 年 5 月 22 日開催) 

 テーマ『募金グッズに関する意見交換会』 

② 第 2 回担当者勉強会(令和 7 年 9 月 4 日開催) 

 テーマ『学校募金や福祉教育で活用できるコンテンツ作成(意見交換会)』 

③ 第 3 回担当者勉強会(令和 8 年 2 月 13 日開催) 

 テーマ『法人募金強化 企業へのアプローチを考えよう』 

 

（４）支会ブロック別会議（7 ブロック） 

令和 8 年 1 月 14 日から 2 月 2 日の間で実施 

・今年度の募金運動について 

・ブロック別共同企画事業の実施検討について等 

 

（５）市町村支会訪問調査(18 支会) 

   令和 8 年 1 月 15 日から 2 月 9 日の間で実施 

    ・共同募金会支会状況について（広報、委員会移行、配分、資材、顕彰、会計処理等） 

    ・令和 7 年度募金活動について（赤い羽根募金（一般）、市町村歳末） 

 

３ 事務局 

（１）中央共同募金会の研修等へ参加  

    ・都道府県共同募金会職員研修会 

（令和 7 年 4 月 24 日～15 日開催、11 月 18 日～19 日開催） 

    ・第 14回赤い羽根全国ミーティング（令和 7年 7 月 8日～9 日開催） 

・都道府県共同募金会 オンラインサロン 

第 1 回 共同募金への寄付に対する税制優遇について(令和 7 年 9 月 4 日開催) 

第 2 回 団体の活動を言語化するための「助成申請書」のかたち 

（令和 7 年 12 月 12 日開催） 

第 3 回 共同募金を効果的に伝える『動画作成とその活用方法』について 

（令和 8年 1月 23日開催） 

第 4 回 共同募金担当者同士のつながりを深めるための場づくりについて 

（令和 8 年 2 月 13 日開催） 

 

（２）他都県共同募金会との研究協議会の実施および参加 

  ・首都圏共同募金会職員研修協議会（令和 7 年 7 月 31 日千葉県開催） 

  ・関東ブロック共同募金会職員研究協議会(令和 7 年 6 月 30 日群馬県開催) 
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Ⅴ 顕彰の実施 

 

１ 共同募金運動に対する顕彰 

 本会顕彰規程ならびに関係機関の顕彰規程に基づき、 

募金運動に功績のあった個人・団体・地区を顕彰し、千葉 

県社会福祉大会(令和 7 年 11 月 13 日、青葉の森公園芸術文 

化ホール)において表彰を行った。 

また、特に秀でた者に対しては全国社会福祉大会(令和 

7 年 11 月 12 日、浅草公会堂)において表彰を行った。 

令和 7 年度の大口寄付者は、県共募または各支会から県共 

募会長感謝状の贈呈をし、特に秀でた者に対しては関係機 

関へ推薦し感謝状の伝達を行った。 

 

（１）紺綬褒章 大口寄付者 1 件 寄付が 500 万円以上の個人 

（２）厚生労働大臣表彰状 奉仕功労団体 1 件 
奉仕者として特に顕著な功績がある団体 

・清和地区民生委員児童委員協議会（君津市） 

（３）中央共同募金会 

      会長表彰状 

奉仕功労者 6 件 奉仕者として顕著な功績がある個人 

従事功労者 1 件 運動推進に従事して顕著な功労がある個人 

優良地区・団体 1 件 

募金活動が得に優秀な地区・団体 

・一般社団法人日本ボーイスカウト千葉県連盟 

成田第一団（成田市） 

（４）中央共同募金会 

      会長感謝楯 
大口寄付者 1 件 

寄付が 100 万円以上の団体 

・千葉信用金庫 

（５）中央共同募金会 

      会長感謝状 
大口寄付者 8 件 

3 年間で寄付が 60 万円以上の団体 

・ヒゲタ醤油株式会社（銚子市） 

・栫築炉工業株式会社（佐倉市） 

・ちば興銀「小さな親切」運動推進本部（県共募） 

・千葉トヨタ自動車株式会社（県共募） 

・生命保険協会千葉県協会（県共募） 

・京葉銀行小さな親切運動推進本部（県共募） 

・株式会社トポスエンタープライズ（県共募） 

・ブリヂストンレディースオープン大会実行 

委員会（県共募） 

（６）千葉県知事表彰状 運動奉仕者 

1 件 20年以上奉仕者として顕著な功績がある個人 

1 件 
20年以上奉仕者として顕著な功績がある団体 

・小櫃地区民生委員児童委員協議会（君津市） 

（７）千葉県共同募金会 

      会長表彰状 

奉仕功労者 13 件 10 年以上奉仕者として功績がある個人 

従事功労者 5 件 10 年以上運動推進に従事して功労がある個人 

優良地区・団体 76件 5 年以上募金活動が優秀な地区・団体 

優良支会 1 件 募金活動が最も優秀な支会 

（８）千葉県共同募金会 

      会長感謝状 

大口寄付者 

13 件 
寄付が 3 万円以上の個人または 

5 年継続し寄付が 10 万円以上の個人 

34 件 
10 万円以上の団体または 

5 年継続し寄付が 30 万円以上の団体 

奉仕功労者 51 件 5 年以上奉仕者として功績がある個人 

優良地区・団体 21 件 募金活動が優秀な地区・団体 

 

 

千葉県社会福祉大会 
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Ⅵ 共同募金以外の寄付金及び助成 

 

１ 赤い羽根チャレンジ事業 

配分戻入金や中央共同募金会モデル事業の助成金を財源に、市町村社会福祉協議会

が実施する新たな助成事業(公募助成)について、県共募が配分を行った。 

(助成先 4 団体:助成額 300 万円) 

 

２ 「村上しずヱ福祉基金」による助成 

 在宅身体障害者及び県内からのハンセン病療養所入所者への見舞金品贈呈事業とし

て、助成を実施した。(252 名・計 68 万 8,250 円) 

 

３ 車両競技公益資金記念財団への協力 

中央共同募金会と連携し、保育所等の施設整備助成は 1件決定(400万円)、高齢者、障害

者等の支援を目的とするボランティア活動に対する助成は 1件推薦し、不採択となった。 

  

４ 赤い羽根福祉基金特別プログラム 篠原欣子記念財団 子ども食堂応援プログラム 

   中央共同募金会では、財団からの使途指定寄付金を基に全国の子ども食堂のイベン

ト開催を支援することを目的に、助成事業を実施している。千葉県では 1 団体に対し

て、45 万円の助成を決定した。 

 

５ クリーンライフみのりの箱募金による助成 

   中央共同募金会と連携し、福祉施設への備品整備を目的とする助成を実施している。

千葉県では 1 団体に対して、5 万円の助成を決定した。 

 

６ プロゴルフ競技会「Hitachi 3 Tours Championship 2024」寄付金による助成 

中央共同募金会では、プロゴルフ競技会からの財団からの使途指定寄付金を基に児

童養護施設・母子生活支援施設に対し、助成事業を実施している。千葉県では 1 団体

に対して、20 万円の助成を決定した。 

 

Ⅶ 災害時の被災者支援 

 

１ 災害見舞金の贈呈 

 災害見舞金規程に基づいて、県内で発生した災害の被災者延べ 248 件(全焼 139 件・

半焼 38 件・全壊 4 件・半壊 6 件・床上浸水 17 件・死亡 33 件・重傷 11 件)に対し、計

196万 1,000円の見舞金を贈呈した。 

 

２ 準備金制度 

 社会福祉法第 118 条及び本会災害支援制度運営要綱に基づき、大規模災害時の災害

ボランティア支援等に備え準備金の積み立てを行う。 

＊令和 7 年度募金総額の約 3％、1,570 万 7,000 円を準備金として令和 8 年度に積

み立てることとした。（災害等準備金総額：5,041 万 4,000 円） 
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３ 災害たすけあい義援金の募集 

令和 7 年度までに千葉県及び全国で発生した次に掲げる大規模災害について、支会

の協力を得て義援金を募集し、被災県の各共同募金会に送金した。 

募集団体 義 援 金 の 名 称 取扱金額(円) 

中央共同募金会 令和 6 年能登半島地震災害義援金 239,135 

石川県共同募金会 令和 6 年能登半島地震災害義援金 515,104 

石川県共同募金会 令和 6 年能登豪雨災害義援金 23,397 

岩手県共同募金会 大船渡市赤崎町林野火災による災害義援金 643,941 

鹿児島県共同募金会 トカラ列島近海を震源とする地震災害義援金 596 

熊本県共同募金会 令和 7 年 8 月豪雨義援金 74,149 

中央共同募金会 令和 7 年 8 月大雨災害義援金 31,453 

鹿児島県共同募金会 令和 7 年台風第 12 号災害義援金 10,000 

大分県共同募金会 令和 7 年大分市佐賀関大規模火災義援金 125,489 

沖縄県共同募金会 令和 7 年台風第 8 号に伴う災害義援金 592 

合 計 1,663,856 

※本会を通じて義援金を各県に送金したものの集計。(令和 8 年 3 月 31 日現在) 

 

Ⅷ 赤い羽根 みんなで応援ちばプロジェクト 

令和 6年から中央共同募金会が実施する「新たな助成・募金・広報プログラム開発モデ

ル事業」に継続採択され、2 年目の事業として下記を実施した。 

 

１ 推進委員会による各種課題への検討・調査 

 外部の有識者による、共同募金強化のための推進委員会を設置し、モデル事業の評

価表（ルーブリック）を作成した。事業の達成度の可視化ができたことで、社内外でも

共有がしやすくなったほか、達成状況を基に次年度の計画を検討する際の指標となるも

のができた。 

 

２ “こどもたちの未来を守る募金”助成の実行・調査・改良 

 こどもたちの未来を守る助成「フリースクール応援助成」「外国にルーツがあるこ

どもの学習応援助成」について、助成プログラムを継続し、新たに e 応募を活用した

助成申請を実施した。 

令和 7年度は 5団体に助成決定した。(助成先(フリース

クール応援助成)3 団体：助成額 300 万円/(外国にルーツ

のあるこどもの学習応援助成)2団体：助成額 150万円) 

また、令和 7 年度に事業を実施した 6 団体（令和 6 年

度助成決定団体）を招集し、2 月に助成報告会を実施し

た。報告会にはモデル事業推進委員、配分委員、支会担

当者など多くの関係者が参加し、受配団体との意見交換

を行った。 
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３ 有意義な助成を活用・応援するための効果的広報の開発 

 当会 HP のリニューアルと共に、具体的なテーマを表示する特設ページ「こどもたち

の未来を守る募金ページ」を作成し、閲覧した人が「応援したくなる＝寄付に繋がる」

仕組みづくりを行った。また、中央共募が作成した広報動画の放映場所を拡大し、共同

募金の周知拡大に努めた。 

 

４ テーマ性のある助成プログラムに対する募金協力者の開拓 

 ホームページからの寄付を強化するため、当会 HP をリニューアルするとともに、

『子どもたちの居場所を守る』という地域課題について、具体的に協力(寄付)を募る

専用ページを作成した。 

“こどもたちの未来を守る募金”について、デザイン会社が実施するモデル事業に

応募し、プロの監修のもと振込用紙付きチラシのデザイン作成を行った。依頼先は企

業リストを購入し、新たな企業・施設に対しダイレクトメールにて依頼を行った。(送

付件数 4,215件) 

 

５ モデル事業終了後も県内独自で事業を運用していく基盤づくり 

 法人募金強化として、県外への募金百貨店視察を実施し、県共募と八千代市・我孫子市

支会で募金百貨店プロジェクトを新規スタートした。 

 寄付付き自動販売機の設置手数料について、自販機業者との調整を進めた。受配者

指定寄付金等、基盤づくりのための各種事業について検討した。 

 

６ モデル事業の市町村支会への拡大に向けた取り組み 

 市町村社協における公募助成推進事業である「赤い羽根チャレンジ事業」を実施した。

また、ブロックごとに企画を考え実施する「ブロック別協働企画事業」を推進し、3 

ブロックで県外への視察や広報動画の作成を行った。 

支会担当者向け勉強会の開催など、市町村支会と協働して取り組む事業を増加した。 

 イベント募金用の資材として「ガチャガチャ機体」を購入し、市町村支会がレンタル

して使用できる仕組みを構築した。 

   福祉教育で使用できるコンテンツ（カードゲーム「from me」）の導入を行い、支会

担当者勉強会で体験会を開催した。 

 

 ７ 県共募職員の内省を促す 

   令和 6 年度に作成した当会の「ビジョン・ミッション」浸透のため、社内研修を実 

施し、職員間の意見交換や市町村支会への支援の仕方など、目線合わせを行った。 

 市町村支会が実施する募金活動に県共募職員が積極的に参加し、活動現場の状況を

把握すると共に、市町村支会との協力体制の強化に努めた。 


